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こんな研究

をしていま

す 

 情報通信技術は今や社会基盤の一つとして普及発展しています。しかし技術は、時代

や社会動向に依存して開発の方向性が変わり、問題意識や視点も変わってきます。以前

は問題にならなかったものが今は大問題になったり、優れた技術でも普及しなかったり

するのは何故なのか、仮想世界の情報が現実世界に大きな影響を与えるようになった

今、情報はどのように保護や制御される必要があるのか、情報セキュリティの観点から

も国際社会との連携や協調を含め研究を続けています。 

こんな成果

を挙げてい

ます 

- 和泉 順子,櫻井 茂明,中村 文隆,『情報システム概論』, サイエンス社, 2018. 

- 和泉 順子, 「プローブ情報システムにおける ID およびプライバシ問題の現状と考
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ほかに、こん

なジャンル

に関心をも

っています 

 インターネット上を流通する情報として個人情報やプライバシに関わる保護技術、国

際標準、各国の動向などの研究調査を行なっています。また、地理位置情報分野として、

車両の情報化や自動運転にも関わる ITS（高度道路交通システム）分野の研究開発やシ

ステムの普及促進、災害時における道路行政やプライバシ情報などの国際連携や関連法

規動向にも携わっています。 

 また、電子行政の先駆けとしてエストニアの e-Government とそれを支える基盤技術

としての X-Tee,あるいは eID の関連技術とその利用に関する調査研究にも携わってい

ます。 

こんな授業

を行なって

います 

 

 多文化ネットワーク論で、基本的な計算機科学及びネットワーク技術の確認し、関連

分野の最新動向技術を紹介しながら、情報科学分野の技術が広く社会で使われるように

なるために、どのような準備が必要なのか、何が問題でどのような解決方法が考えられ

るかを議論します。一方的に提示するのではなく、議論を通じて、今何が問題なのか、

今後何が必要になるのかを自ら考えるための授業を行なっています。 

学会や社会

でこんな活

動をしてい

ます 

 経済産業省基準認証研究開発事業「プローブ情報システムの匿名性・セキュリティ評

価基準などに関する標準化」など、他大学・組織との共同または委託研究で情報技術の

国際標準化にも取り組んでおり、関連研究を続けています。 

学生時代から WIDE プロジェクトにも携わっています。また 2018 年にエストニア工科

大学へ在外研究に行くまで 約 10 年間日本ソフトウェア科学会の論文編集委員を続け

た他、関連する研究会の実行委員・プログラム委員なども務めていました。 


